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ーク・トウェイン完全なる自伝』（Autobiography of Mark Twain, 2010-2015）が、トウェ




























































断する。   
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試験結果の要旨 
 本論文についての公開口頭試問は、大学院関係教員、非常勤講師、大学院生等 11 名の出
席のもとに、令和元年 7 月 31 日(水)13 時から概ね 2 時間近くにわたり行われた。最初の
60 分程度は論文の概要についてパワーポイントを用いて説明があり、その後十分な時間を
かけて論文細部にまで及ぶ質疑応答が 4 名の審査委員との間で活発に行われた。論者の応
答は的確であり、残された課題に関しても十分な理解を示し、今後の展望についての積極
的な意欲を確認することができた。以上のように、口頭試問の結果は満足すべきものであ
った。 
 
 
 
学力確認の結果の要旨 
山本祐子氏は関係学会ではすでに理事や編集委員の経験もある中堅の研究者であり、国
際学会でも 3 件口頭発表した実績があり、学会誌に掲載された英語論文も海外の学者が引
用するほどの優秀な論文として評価されている。学位論文の内容に関する公開の口頭試問
においてもすでに満足すべき結果を示しているので、学位論文審査委員会は改めて学力確
認のための試験は不要であると判断した。 
 
 
 
学位授与の可否に関する意見 
 以上の所見により、本論文は博士（英文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
